
 
 

１ 学校名 鳥栖市立鳥栖西中学校 

２ 所在地 鳥栖市蔵上町７７番地１ 

３ 校長名 大石 達弘 

４ 学級数 

児童生徒数 

  ２１学級 

  ６１２人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

  全学年 

  ６１２人 

６ 取組のねらい 

年齢や性別、障害、国籍などの様々な違いを理解し、尊重しながら誰もが住

みやすい社会づくりについて考える。 

 

７ 取組の実際 

①全校集会 

 本校では、例年人権週間の一環として人権集会を行っている。今年度は生徒

会を中心に、国連総会で採択された「ＳＤＧｓ」について考えた。その中では、

「世界中のだれも置き去りにしない」ことを強調しており、様々な取組が紹介

された。また、世界中の中から差別や偏見をなくすために、その中で暮らす多

様な人々を想像することがスタートになることを学校全体で考えた。 

 

②特別活動の時間 

 ２年生の特別活動の時間では、高齢者体験、車いす体験、アイマスク体験、

読み書き障害体験の４つの体験活動を行った。生徒はその中から２つの体験を

行い、グループの中でお互いの体験したことの気づきを発表した。最後には、

これから普段の生活の中で、どのような点に注意して過ごせば良いか話し合い

を行った。 

（高齢者体験）          （車いす体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 



（アイマスク体験）        （読み書き障害体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 取組の成果と課題 

 生徒の感想の中では、「知らなかったことや体験を通して、これからすべて

の人が住みやすい環境をつくることが大切だと感じた」などの感想が出され

た。集会や授業を通して、お互いを尊重し、認め合う社会づくりの必要性を感

じることが出来たと考えられる。 

今後は、特別な授業だけでなく、普段の授業の中でもＵＤ教育の視点をもち、

継続的に授業を行っていく必要がある。 

 


